
            地理第二回ドリル    レポートにあわせて復習しよう 

教科書 p､34～p､65 

① 国家間の結合 

 １９９１年 ソ連崩壊     →軍事的結合であるワルシャワ条約機構解体 

                           (        )に東欧諸国も加盟 

 経済的結合強まる→ 第二次大戦後自由貿易を進めるため(       )設立 

GATTが世界貿易機関（   ）に改められる。 

                      地域経済圏としてEU(      )、ASEAN(     諸     

       国連合),APEC(        経済協力会議)など形成 

② 国際連合・・・世界的規模での経済的発展・(   )維持・人権・地球(   )の保 

       全などが目的。南北アメリカ、アフリカ、ヨーロッパの順に加盟数が増 

       加し現在約(     )カ国。 

③ 南北問題・・・(    )は北側、(    )国は南側に多い。これらの経済的格差  

       の問題  p､36    を南北問題とよぶ。 

 商圏  ・・・商店、商店街、都市などの(   )活動の及ぶ範囲。 p､38 

④国際化・・・( )・物・資本・(  )などが国の枠や国境を越えて自由に移動すること 

       で、(   )緩和にともない進展。 

   p､49       ただし、異なる(   )や価値観を理解することが必要。 

⑤食の国際化・・・欧風化した食生活により、(  )・(  )・の消費が増え米や魚介類  

p､50      の消費が減った。 

輸入食料の増加で(   )自給率が低下したことが問題である。 

特に、小麦、砂糖、豆類は低い。 

  自給率低下の原因・・・食料輸入の(   )により安い外国農産物の流入、(    ) 

          是正のため農畜産物の輸入。 

⑥ 外国人労働者・・・単純労働を目的とする外国人の滞在は原則禁止。ただし、1990年 

 P､60～    の入管法で、(       )人は就労できるようになった。 

  来日外国人・・・(   )ビザで入国した場合90日以内の滞在しか認められず、期間  

       を超えて就労している人々は(     )者、不法残留者とよばれる。 

  定住外国人・・・外国人登録者には（           人が多い） 

                  (   ）ビザは専門的、技術的労働者に原則限られる。 

⑦地図帳(p､11) 次を次の図に記入してみよう。 

 河川・・・メコン、長江、黄河、チャオプラヤ  山脈・・・天山、 ヒマラヤ、クン

 ルン、 高原・・・モンゴル、チベット 砂漠・・・ タクラマカン、 ゴビ海・・・

 太平洋、南シナ海、東シナ海、インド洋、大西洋 海峡・・・マラッカ 



⑧次の国名の首都を地図に記入しなさい。(大韓民国・朝鮮民主主義人民共和国・中国・ 

   フィリピン・インドネシア・タイ) 
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だ い

第２回ドリル    ｐ､26から47 

 １， 
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改革・・・
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   隋に学んだ中央集権政策・仏教の教えを柱に 

  遣隋使・・・
わ  

倭の五王
い ら い

以来の中国との国交、(      )
は け ん

 派遣

             (   )として
たいとう

対等の国交
め ざ す

目指す。
ずいこう

随行した(      )、南
ぶち

淵
しよう

 請

やす

安、 

        
そう

僧旻は
りゆうがくせい

 留学生、
りゆうがくそう

 留学僧

  
ないせい

内政・・・６０３年(        )＝（
こ じ ん

個人に
あ た え ら れ

与えられた
くらい

位）、 

             ６０４年(        )＝（
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厨子 ７Ｃ前半 仏教文化 
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観音像  ９Ｃ  平安初期 
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